
横
浜
史
跡
見
学

「ヨ
コ
ハ
マ

ラ
イ
ト
ア
ツ
プ

近
代
建
築
」

県
立
山
北
高
校
　
　
小

　

林

　

克

　

史

講
師
　
志
村

直
愛
　
氏

（関
東
学
院
大
学
工
学
部
講
師
）

行
程
　
横
浜
公
園
～
横
浜
地
裁
刑
事
庁
舎
～
横
浜
市
情
報
文
化
セ
ジ
タ
ー
ビ
ル

（
一
Ｆ
カ
フ
ェ
で
軽
食
）
～
三
井
物
産
横
浜
ビ
ル
～
神
奈
川
県
庁
本
庁
舎

～
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

こ
の
研
修

で
は
、
都
市
景
観

”
ｒ
＞
ｚ
ｚ
団
”
＆
建
築
史
家
で
あ
る
志
村
先
生

の
解
説
の
も
と
、
地
図
や
資
料
が
駆
使
さ
れ
、
実
体
験
と
あ
わ
せ
て
有
機
的
な

知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
は
関
内
の
歴
史
か
ら
入
る
。
幕
末
の
開
港
地
の
ひ
と

つ
で
あ
る
横
浜
は
、

貿
易
港
と
し
て
繁
栄
し
洋
館
が
立
ち
並
び
、
明
治
期
に
は
鉄
道
も
ひ
か
れ
た
。

関
東
大
震
災
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
に
も
耐
え
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の

傑
作
が
今
な
お
残

っ
て
い
る
。

ま
た
実
地
体
験
で
し
か
分
か
ら
な

い
お
も
し
ろ
さ
も
あ

っ
た
。
ひ

つ
か
き
傷

の
あ
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
や
、
豪
奢
で
な
め
ら
か
な
大
理
石
は
、
実
際
に
さ

わ

っ
て
み
て
こ
そ
、
と

い
う
も
の
だ

っ
た
。

建
築
と

い
う
遺
産
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
も
話
が
お
よ
ん
だ
。
横
浜
市
の

補
助
は
雰
囲
気
だ
け
で
も
残
す
た
め
な
ら
金
を
惜
し
ま
な

い
よ
う
な
と
こ
ろ
が

見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
は
、
若

い
人
が
横
浜

の
建
物
と
い
う

歴
史
的
な
遺
産
に
目
を
向
け
さ
せ
た

い
、
そ
ん
な
ね
ら
い
も
あ
る
と

い
う
。

未
来

へ
の
投
資
の
す
ば
ら
し
さ
に
深
く
感
慨
を

い
た
し
た
研
修
だ

っ
た
。
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鎌
倉
史
跡
見
学

「鎌
倉
時
代
の
興
亡
を
歩
く

～
最
新
の
発
掘
調
査
を
も
と
に
～
」

史
跡
踏
査
委
員
会
　
高
木
学
園
女
子
高
校
　
　
一二
　
　
橋
一　
　
景
　
　
子

八
月

一
日

（水
）
、
玉

林

美

男
氏

（鎌
倉
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）
を

講
師
に
迎
え
、
神
奈
川
県
外

（東
北
～
九
州
）
の
四
六
名
の
参
加
を
得
て
、
寿

福
寺
に
か
ら
踏
査
を
始
め
た
。
寺
は
頼
朝
死
没
の
翌
年
北
条
政
子
が
栄
西
を
招

い
て
創
建
さ
れ
た
。
仏
堂
内
の
本
尊
釈
迦
三
尊
像

（俗
称
籠
釈
迦
）
、
仁
王
像

の
説
明
を
聞
く
。
踏
切
を
渡
り
扇
谷
上
杉
氏
屋
敷
跡
を
通
っ
て
、
浄
光
明
寺
の

山
門

（英
勝
寺
の
寛
永
創
建
時
の
建
物
）
へ
。
浄
光
明
寺

（古
義
真
言
宗
）
は

鎌
倉
執
権
第
六
代
北
条
長
時
が
開
基
で
北
条
氏
の
書
提
寺
で
あ
る
。
足
利
尊
氏

が
中
先
代
の
乱
後
、
こ
の
寺
に
蟄
居
し
寺
領
の
寄
進
を
し
た
。
収
蔵
庫
に
置
か

れ
て
い
る
本
尊
の
木
造
阿
弥
陀
三
尊
像

（衣
部
に
鎌
倉
独
特
の
土
紋
装
飾
が
残

る
）
は
、
優
し
く
柔
和
な
表
情
を
た
た
え
て
い
た
。
阿
弥
陀
堂
東
側
の
崖
面
の

「
や
ぐ
ら
」
の
中
に
大
伴
神
主
家

（鶴
岡
八
幡
宮
七
百
年
間
に
わ
た
る
神
職
）

の
墓
所
が
あ
る
。
阿
弥
陀
堂
上
段
平
地
の
周
囲
の
崖
の

「
や
ぐ
ら
」
群
の
供
養

の
中
心
と
考
え
ら
れ
る

「網
引
地
蔵
や
ぐ
ら
」
は
、
納
骨
と
仏
殿
的
機
能
を
持

ち
、
玄
室
中
央
に
は
背
面
に
銘
が
刻
ま
れ
た
等
身
の
地
蔵
菩
薩
座
像

（安
山
岩

製
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
や
ぐ
ら
上
の
山
頂
に
、
藤
原
定
家
の
孫
を
父
と
し
、

母
は
阿
仏
尼
で
あ
る
冷
泉
為
相
墓
が
あ
る
。
鎌
倉
の
多
く
の
寺
は
、
山
を
削
り

堂
字
を
建
築
し
て
お
り
、
背
後
は
切
り
立

っ
た
崖
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
土
木

工
事
に
多
く
の
僧
侶
が
関
わ
り
、
崩
し
た
土
や
岩
で
谷
を
埋
め
平
地
に
し
て
町

づ
く
り
を
し
た
点
が
、
奈
良
や
京
都
と
大
き
く
異
な
る
と
の
説
明
が
あ

つ
た
。

鶴
岡
八
幡
宮
は
、
発
掘
調
査
で
多
く
の
遺
構

・
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
往
時
の

境
内
の
様
子
が
ゎ
か
っ
て
き
た
。
若
宮
大
路
の
幅
は
平
安
京
朱
雀
大
路
の
半
分

の

一
四
丈

（四
二
．
四
二

ｍ
）
、
大
路
の
端
は
溝
が
あ
り
板
塀
で
区
画
さ
れ
て

い
た
。
北
条
執
権
屋
敷
跡
に
建
立
し
た
宝
戒
寺
を
通
り
、
東
勝
寺
跡

へ
。　
一
三

三
三

（元
弘
三
）
年
五
月
二
二
日
、
執
権
屋
敷
背
後
の
東
勝
寺

（葛
西
ヶ
谷
の

最
奥
部
を
雛
段
状
に
切
り
拓
き
建
立
）
で
、
北
条
高
時
ら
総
勢
八
七
四
人
が
自

害
し
寺
は
炎
上
し
た
。
発
掘
調
査
で
建
物
跡
や
火
災
の
跡
ら
し
い
炭
化
層
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
現
清
泉
小
学
校
の
大
蔵
幕
府

（源
頼
朝
邸
）
跡
を
経
て
、
山

の
中
腹
に
あ
る
法
華
堂
跡

（源
頼
朝
墓
）
の
急
な
階
段
を
登
る
。
幕
府
北
方
の

頼
朝
の
持
仏
堂
を
、
彼
の
死
後
墳
墓
堂
と
し
て
の
法
華
堂
に
改
め
た
。
層
塔
形

の
頼
朝
墓

（安
永

一
七
七
二
～
八
ｏ
年
こ
ろ
薩
摩
藩
主
島
津
重
豪
が
建
立
）
の

あ
る
平
地
に
、
西
向
き
に
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
近
年
の
発
掘
調
査
で
わ
か
つ

た
。
東
御
門
奥
の
発
掘
調
査
を
急
遠
見
学
し
、
幕
府
の
鬼
門
守
護
神
の
荏
柄
天

神
社

（菅
原
道
真
を
祀
る
）
や
、
鎌
倉
宮

（大
塔
宮
護
良
親
王
を
祀
る
）
を
経

て
、
最
終
見
学
地
の
永
福
寺
跡
に
到
着
。
永
福
寺
は
、
平
泉
を
参
考
に
合
戦
で

亡
く
な

っ
た
将
兵
鎮
魂

の
た
め
源
頼
朝

が
建
　
珈

囲

立
、　
一
五
世
紀
中
頃
廃
絶
し
た
。
風
水
思
想
に
　
腰

珊

よ
り
開
け
た
南
側
に
金
沢
六
浦
港
～
幕
府

へ
の
　
二′
“

三
階
堂
大
路
が
通

っ
て
い
た
。
数
次
に
渡
る
発

陛
副

掘
調
査
で
、
三
階
大
堂
の
南
に
阿
弥
陀
堂
、
北

飾
輌

に
薬
師
堂
、
両
脇
堂
か
ら
池
に
向
か
っ
た
翼
廊
ヽ
鎌
国

堂
前

の
苑
池
の
架
橋
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

今
は
空
き
地
で
草
が
生

い
茂

っ
て
い
る
が
、
国

指
定
史
跡
と
し
て
整
備
予
定
と

の
説
明
が
あ

り
、
こ
こ
で
解
散
し
た
。
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横
浜
史
跡
見
学

「バ
ス
で
巡
る
横
浜
～
中
世
と
近
代
に
栄
え
た

二
つ
の
港
を
訪
ね
て
～
」

県
立
田
奈
高
校
　
　
岩
　
　
崎
　
　
孝
　
　
和

史
跡
見
学
Ｂ
コ
ー
ス
は
、
九
時
三
〇
分
桜
木
町
駅
前

の
ホ
テ
ル
前
に
集
合
。

参
加
人
数
に
合
わ
せ
て
小
型
バ
ス
に
、
全
歴
研
飯
田
会
長
は
じ
め
高
知
や
大
阪

な
ど
各
地
か
ら
あ
わ
せ
て
計
二
三
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
桜
木
町
駅
前
～
本
町
通
リ

ヘ
。
「
み
な
と
横
浜
」
の
シ
ン
ボ
ル
横
浜
港

大
桟
橋
埠
頭
の
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
展
望
台

へ
。
案
内
役

の
木
村
芳
幸
先

生

（横
須
賀
工
業
高
）
の
説
明
で
、
開
港
当
時

の
波
上
場
の
名
残
を
留
め
る

「象

の
鼻
」
突
堤
、
赤
煉
瓦
倉
庫
、
そ
の
南
に
あ
る
横
浜
税
関
ビ
ル

（塔
の
形

か
ら
愛
称
ク
ィ
ー
ン
）
、
そ
の
東
の
山
下
公
園

・
客
船
氷
川
丸
、
巨
大
な
ガ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
林
立
す
る
本
牧
埠
頭
等
を
眺
望
し
た

（折
か
ら
大
桟
橋
に
は

豪
華
客
船
飛
鳥
が
入
港
し
、
太
平
洋
航
路
客
船
全
盛
時
代
を
彿
彿
さ
せ
た
）
。

次
に
、
神
奈
川
県
庁
本
庁

（塔
の
形
か
ら
愛
称
キ
ン
グ
）
、
赤

い
煉
瓦
の
外

壁
が
印
象
的
な
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

（塔
の
形
か
ら
愛
称
ジ
ャ
ッ
ク
）
、
建

物
の
低
層
部
が
旧
生
糸
検
査
所
の
外
観
が
復
元
さ
れ
軒
の
部
分
に
繭
や
桑
な
ど

養
蚕
業
を

シ
ン
ボ
ル
す
る
レ
リ
ー
フ
を
飾

っ
て
い
る
横
浜
第

二
合
同
庁
舎
な

ど
、
横
浜
の
近
代
を
代
表
す
る
建
物
を
観
な
が
ら
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

へ
到
着
。
事
前
に
学
芸
員
の
橋
本
健

一
郎
氏
に
解
説
を
お
願

い
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
急
遠
博
物
館
側
の
都
合
で
本
物
の
浮
世
絵
を
見
な
が
ら
の
解
説

が
不
可
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
非
常
に
不
満
が
残
る
と
こ

ろ
で
、
後
日
分
科
会
で
も
大

い
に
議
論
さ
れ
た
。
仕
方
な
く
特
別
展
の

「
最
後

の
浮
世
絵
師
」
と
言
わ
れ
た
小
林
清
親
の

「東
京
名
所
絵
」
な
ど
の
展
示
を
見

学
し
て
同
館
を
出
発
し
た
。

つ
い
で
外
人
居
留
地
だ

っ
た
横
浜
山
手
地
区
に
向
か
う
。
西
洋
風
の
建
物
が

町
並
み
を

つ
く
リ

エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
情
緒
が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
港

の
見
え
る
丘
公
園
の
イ
ギ
リ
ス
館
な
ど
を
洋
風
建
築
を
外
観
し
、
徒
歩
で
外
人

墓
地
に
沿

っ
て
元
町
に
出
て
昼
食
と
な

っ
た
。

昼
食
後
、
バ
ス
は
、
県
立
金
沢
文
庫

・
称
名
寺
に
向
か

っ
た
。
こ
こ
か
ら
案

内
役
は
坂
井
久
能
先
生

（神
奈
川
総
合
高
校
）
に
交
代
。
金
沢
の
地
は
鎌
倉
と

隣
接
し
鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
が
深
く
、
称
名
寺
な
ど
歴
史
的
建
造
物
が
残

っ
て

い
る
。
県
立
金
沢
文
庫
で
は
、
学
芸
員
稲
木
俊
雄
氏

・
向
坂
卓
也
氏
の
説
明
を

受
け
、
館
内
を
見
学
。
同
館
に
は
、
称
名
寺
や
金
沢
文
庫
に
伝
来
し
た
文
化
財

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
称
名
寺
は
、
北
条
実
時
が
金
沢
の
別
邸
に
建
て
た
持
仏

堂
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
同
寺
で
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で

一
二
七
六

（建

治
三
）
年
三
月
三
〇
日
の
胎
内
銘
が
あ
る
木

造
弥
勒
菩
薩
立
像
を
特
別
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
往
時

の
隆
盛
を
思
わ
せ
る
仏
像

で
あ
ら

た
。

午
後
四
時
半
ご
ろ
同
寺
を
出
て
、
京
急
金

沢
文
庫
駅
で
解
散
と
な

つ
た
。

企
画
及
び
運
営
は
歴
史
分
科
会
出
版
委
員

会
が
あ
た

つ
た

。
　
メ
ン
バ
ー
は
、
上
記
の

本
村

・
坂
井
の
他
、
岩

崎
孝
和

（
田
奈
高

校
）
・
佐
藤
雅
信

（港
南
台
高
校
）
・
古
川
寛

紀

（上
郷
高
校
）
・
西
沢
均

（市
が
尾
高
校
）
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